
（別紙） 

建設技術研究開発助成制度 

（基礎・応用研究開発公募）の公募について 

 

１．募集方針 

社会的な重要課題を効果的、効率的に解決し、研究成果を国民のくらしに還元する

ため、以下の方針に基づき技術研究開発を募集し、審査します。 
（１）公募対象分野の重点化 

（２）他分野の研究者との共同研究の促進 

（３）若手研究者の研究開発の促進 

 

２．研究開発課題の公募対象分野 

国土交通省の所掌する建設技術に関する研究開発で、以下のテーマ１～テーマ２

０のいずれかに該当するものを対象とします。 
なお、要素技術の開発（例えば、非破壊検査技術、ロボット施工技術など）も対

象となります。 

 

（１）安全・安心な社会に向けて 

＜地震・津波・噴火・風水害・土砂災害等による被害の防止・軽減＞ 

テーマ１：自助・共助による災害被害の防止・軽減

具体例：自然現象の高精度な観測・監視と精緻な予測、局地的な被害予測、迅速・確実な

情報伝達システム 

テーマ２：国土･都市の機能喪失の防止

具体例：被害状況の初期把握、長周期地震動等の影響予測・対策、海面上昇や巨大地震等

による超過外力への対応、既存の建築物等への安価で簡易な耐震・復旧工法、建

築物の安全性の検証、大深度地下空間の有効活用 

 

＜陸・海・空の交通事故の撲滅＞ 

テーマ３：交通システムの安全水準の向上

具体例：道路と車のインテリジェント化による危険検知・情報提供、事故回避機構の高度

化、実現象模擬による事故原因解析・安全性評価 

 

＜テロ・犯罪の予防・被害軽減＞ 

テーマ４：建造物等の脆弱性の把握・評価

具体例：建築物・都市の脆弱性の把握・評価 
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（２）誰もが生き生きと暮らせる社会に向けて 

＜都市環境の改善＞ 

テーマ５：社会変化に適応した都市構造の再構築

具体例：人口減少に対応した都市構造の再編手法、建築物の効率的・効果的な用途転換、

郊外集合住宅地の再生手法、都市建築物群の機能向上･再生 

テーマ６：ヒートアイランド問題の解消

具体例：ヒートアイランド対策の総合的な評価、熱問題を発生させない都市空間形成手法 

 

＜ユニバーサル社会の実現＞ 

テーマ７：あらゆる人が自分の意志で自由・安全に移動できる環境づくり

具体例：身体的状況、年齢、国籍等を問わず、「いつでも、どこでも、だれでも」が、シ

ームレスな移動に必要な情報を入手可能なシステム（ユビキタスネットワーク技

術の活用） 

テーマ８：あらゆる場所で、あらゆる人の多様な活動を支援する基盤づくり

具体例：ＩＣタグ等により場所を認識し、個人の属性、状況に応じた適切な情報を、自動

的に携帯端末等に提供する汎用システム 

 

＜生活空間の質の向上＞ 

テーマ９：快適で安全な生活空間の形成

具体例：ユーザー特性を踏まえた建築空間の安全評価・対策、アスベストの安全・効率的

除去、面的道路交通安全対策の効果評価、風･光･視環境などの市街地環境の測定･

評価、水と緑のネットワーク形成手法、景観の判断要素の抽出・評価、機能と景

観の調和（消波技術等） 

 

（３）国際競争力を支える活力ある社会に向けて 

＜人・物のモビリティの向上＞ 

テーマ１０：地域における安全で移動しやすい交通システムの構築

具体例：高齢者の支援を含めたITS技術の高度化、高効率かつ安価なLRTシステム 

（架線レスLRT）、路面凍結予測等による冬期道路管理の高度化 

 

＜社会資本・建築物の維持・更新の最適化＞ 

テーマ１１：点検による発見から自動計測による発信など維持管理の高度化

具体例：非破壊検査やセンサー等の活用による点検・診断、構造物の健全度の評価 

･予測 

テーマ１２：長期的な機能保持とライフサイクルコストの低減

具体例：新素材等によるストック長寿命化、補修･補強工法の高度化、ダム･堰における堆

砂対策、歴史的文化的価値を有する高齢建造物の保全・再生 
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テーマ１３：安全かつ効率的な社会資本等の再構築

具体例：先進的技術による安全かつ効率的な構造物の解体、地下構造物の効率的な更新、

既存社会資本への機能付加・増強 

 
（４）環境と調和した社会に向けて 

＜環境変化の把握・予測＞ 

テーマ１４：国土の将来の姿の予測・適応

具体例：気候変化等を踏まえた国土の変化予測及び適応策 

 

＜高効率なエネルギー利用社会の構築＞ 

テーマ１５：住宅の低コストな省エネルギー化

具体例：住宅用燃料電池の導入、戸建住宅の環境性能評価システム 

 

テーマ１６：省エネルギー型の都市の構築

具体例：小規模地域への拡張性のある省エネルギー技術の導入、下水汚泥のエネルギー化 

 

＜省資源で廃棄物の少ない循環型社会の構築＞ 

テーマ１７：真の循環型社会の構築

具体例：リサイクル品の性能評価、建設汚泥・下水汚泥等の有効利用、資材管理の高度化

による資源の有効活用 

 

＜健全な水循環と生態系の保全＞ 

テーマ１８：水循環･物質循環の総合マネジメント

 具体例：上流域から沿岸域までの統合的な水及び土砂等の物質のモニタリング・予測評

価・管理、流域圏の管理・再生シナリオ 

テーマ１９：健全な生態系の保全・形成

具体例：河川・沿岸域・干潟等の自然環境保全・再生、在来生物の保全と外来種の拡散抑

制、油・有害物質に対する汚染対策 

 

（５）建設技術の高度化に向けて 

テーマ２０：テーマ１～１９に該当しないがイノベーションを創出する研究開発

 

３．公募期間 

公募期間は、平成 19 年 1 月 30 日（火）から 2 月 28 日（水）（当日消印有効）としま

す。 
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４．応募者の資格 

・ 大学等の研究機関の研究者 

・ 研究を主な事業目的とする公益法人または所属する研究者 

・ 国土交通大臣が適当と認める法人または所属する研究者 

※「国土交通大臣が適当と認める法人」には民間の研究機関（民間企業の研究部門を含む。）

等が該当しますが、この場合、採択候補課題の審査と併せて、研究開発課題を実施する法人

等の実績、体制等を評価して、最終的に応募者としての資格を判断します。 

 

以上の１．～４．の応募の詳しい手続きを示した「建設技術研究開発助成制度（基

礎・応用研究開発公募）募集要領」は、以下の国土交通省のホームページからのダウ

ンロードにより入手できます。 

http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha07/13/130130_.html 

 

５．建設技術研究開発助成制度評価委員会 

研究開発課題の公募テーマに係る検討、応募終了後の採択課題の検討及び研究開発成

果の評価は、学識経験者等からなる建設技術研究開発助成制度評価委員会において行

います。 

 

６．今後の予定 

応募終了後、採択課題の選定を速やかに行い、５月を目途に採択課題を決定する予定

です。 
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